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体成分分析

計測しています!

分析内容

半年に１回、ご利用者様の体成分分析を行い、
部位別筋肉量や左右差・上下差を参照し個々
に適した運動プログラムを作成し効果的に運
動を実施致します！また、体内のタンパク質
量など栄養評価も実施しています。

体験ご利用随時受付中です！

主な体組成成分
〇体水分量

〇タンパク質量

〇ミネラル量

〇体脂肪量

体重の50～70％は水
分であり細胞内水分と
細胞外水分に分かれそ
の均衡が悪くなるとむ
くれやすくなります。

水分と共に筋肉を構成
する主な成分。タンパ
ク質が足りないと細胞
の栄養状態がよくない
事を表します。

主に骨にあり、人体を
支える役目をします。
足りないと骨粗鬆症の
危険が高まります。

活動のエネルギーとし
て使われます。余分な
ものは脂肪細胞となり
肥満の原因となります。

体成分分析事例
T.S様 84歳（女）頚椎神経根・腰椎椎間板症

以前から下肢の痺れや痛みはあったものの歩行は安定
していた。今年初旬より歩行状態が悪化し、度々転倒す
るなど現在は歩行器を利用して移動。痩せ型の為、筋力
低下を疑ったが分析結果から見ると下肢筋力は十分にあ
る状態である「筋肉型」

結果から、痺れや痛みの影響はあるものの筋力はしっ
かりあるので、筋肉や筋が硬くなっている影響があるの
ではと、現在自宅でも下肢中心のストレッチを実施指導
中。今後の改善が得られればと取り組み中です。

乗るだけで
簡単計測!


